
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 23 年 4 月 3 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、口唇機能のうち感覚機能および運動機能の中枢レベ

ルでの解明を Functional MRI にて行うことであった。その結果、口唇の触覚感覚刺激に対し中

心後回外側溝領域に賦活領域が認められ、口唇の吸綴運動刺激に対し中心前回および補足運動

野に賦活領域が確認された。これら二つの統合刺激では、単一刺激の賦活領域と一致する領域

も含まれていたが、単独刺激では賦活領域が確認されない領域にも賦活が見られるものもあっ

た。統合刺激により新たに認められた賦活領域は統合機能を有する可能性があるものの、今後

の更なる検証が必要である。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate the sensory and a motor 
function of lip by Functional MRI.  As a result, the activation area was found in the 
postcentral gyrus to the tactile sense stimulus of lips, and the activation area was 
recognized in the precentral gyrus and the supplementary motor area to the suction 
movement of lips.  In these two integrated stimuli, the activation areas were found the 
postcentral gyrus, the precentral gyrus, and the supplementary motor area.  However there 
were some other activation areas which were not found in an independent stimulus. The 
further future study needs for the confirmation of these two integrated function although 
the new activation areas except for the postcentral gyrus, the precentral gyrus, and the 
supplementary motor area may be the integrated function areas for the integrated stimulus 
of the sensory and motor of lip. 
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１．研究開始当初の背景 

口唇は様々な役割を果たしている器官で
ある。口唇の触覚に関しては Blatow M 等
（Neuroimage; 2007）、Miyamoto JJ 等（Cereb 

Cortex ; 2006）が Functional MRI を用いて
報告しており、口唇の運動に関してはGrodd W
等（Hum Brain Mapp ; 2001）が Functional MRI
を用いて報告している。しかしながらこれら
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の結果は一部重複おり詳細な検討が必要で
あるが、これらを体系的にとらえた報告はこ
れまでない。口唇の体性感覚と運動感覚を統
合的に捉え、それぞれの大脳皮質支配領域を
同定し、更には体性感覚の中でも Functional 
MRI で報告されていない温度感覚を付加する
ことにより、真の口唇の中枢レベルの機能解
明が行われる事となる。 

 
２．研究の目的 

口腔領域を扱う歯科医師の観点から口唇
機能を考え、感覚機能および運動機能それぞ
れに合わせた評価法を考案し、口唇機能の中
枢レベルでの解明を行うこと。 

 
３．研究の方法 
 本研究は以下の流れで行った。 
① 触覚刺激装置の開発、温度感覚刺激装置

の開発、触覚・温度感覚複合刺激の開発 
② 触覚刺激時の Functional MRI でのデー

タ収集および解析 
③ 口唇運動時の Functional MRI でのデー

タ収集および解析 
④ 口唇機能の Functional MRI による解明 

触覚刺激は Velcro を用いた口唇刺激装置
を開発した。温度感覚刺激装置は循環水を用
いた刺激装置の開発を行ったが、MR 装置内で
温度としての感覚を伝えることが不可能で
あったため、以降、感覚刺激は触覚刺激を用
いる事とした。運動感覚刺激としては、口唇
の吸綴運動を用いた。触覚刺激、運動感覚刺
激に関しては、刺激時―安静時の繰り返しを
刺激として Functional MRI を撮像した。得
られたデータは SPM に転送し解析を行った。
各刺激時の個人解析およびグループ解析を
SPM 上で施行し、触覚刺激に対する大脳皮質
賦活領域の同定および運動感覚刺激に対す
る大脳皮質賦活領域の同定を行い、それらを
比較検討した 

 
４．研究成果 
 口唇の触覚感覚刺激に対し中心後回外側
溝領域に賦活領域が認められ、口唇の吸綴運
動刺激に対し中心前回および補足運動野領
域に賦活領域が確認された。 

これら二つの刺激を統合した Task では、
Noise 領域がたくさん賦活され精度が低いと
思われた。結果としても単独刺激の賦活領域
と一致する領域も含まれているが、単独刺激
では賦活領域が確認されない領域にも賦活
が見られるものもあった。 

複合刺激により新たに認められた賦活領
域は統合機能を有する可能性があるものの、
今後の更なる検証が必要である。 
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